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う
に
な
り
、こ
れ
に
伴
い
サ
ラ
ダ
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
の
種
類
が
増
え
た
。さ
ら

に
、数
年
前
に
は
生
魚
を
食
べ
ら
れ
な

い
と
い
う
人
が
結
構
い
た
の
で
、一
緒

に
食
事
を
す
る
際
に
は
刺
し
身
を
食
べ

ら
れ
る
か
確
認
し
て
い
た
が
、今
は
わ

ざ
わ
ざ
聞
く
こ
と
が
な
く
な
っ
た
。

　

中
国
は
広
大
で
あ
り
、ま
た
中
国
人

の
暮
ら
し
も
一
様
で
は
な
い
た
め
差
は

あ
る
だ
ろ
う
が
、食
生
活
の
多
様
化
お

よ
び
高
度
化
に
向
け
て
、猛
烈
な
勢
い

で
変
化
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。

　

食
生
活
上
の
変
化
は
、消
費
者
動
向

の
統
計
に
顕
著
な
形
で
現
れ
て
い
る
。

一
年
間
の
一
人
当
た
り
の
品
目
別
食
品

消
費
量
に
つ
い
て
、最
近
の
五
カ
年（
二

〇
一
三
〜
一
七
年
）を
比
較
す
る
と
野

菜
、肉
類
、果
物
、牛
乳
、水
産
物
な
ど
が

増
加
し
て
い
る
。

　

一
方
、穀
物
な
ど
の
食
糧
は
一
四
八
・

七
㌔
グ
ラ
ム
か
ら
一
三
〇
・
一
㌔
グ
ラ

ム
へ
と
一
八
・
六
㌔
グ
ラ
ム
も
減
少
し

て
い
る（
図
１
）。こ
れ
は
一
日
当
た
り

四
〇
七
㌘
か
ら
三
五
六
㌘
と
約
五
〇
㌘

減
少
し
た
こ
と
に
な
る
。ご
飯
茶
碗
一

杯
が
一
五
〇
㌘
程
度
と
す
れ
ば
、一
年

を
通
じ
て
毎
日
お
よ
そ
三
分
の
一
杯
分

食
べ
る
量
が
減
り
、そ
の
他
の
品
目
の

消
費
に
変
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　

中
国
で
は
、日
本
食
と
日
本
産
品
へ

の
関
心
が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
の
を

感
じ
る
。

　

日
本
産
品
の
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
と

も
い
え
る
日
系
コ
ン
ビ
ニ
で
は
、お
に

ぎ
り
、サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、菓
子
パ
ン
、お

で
ん
な
ど
の
デ
イ
リ
ー
商
品
の
売
上
構

成
比
率
が
一
般
的
な
コ
ン
ビ
ニ
に
比
べ

て
高
い
そ
う
だ
。プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ

ン
ド（
Ｐ
Ｂ
）商
品
の
品
質
の
高
さ
が
、

中
国
の
人
々
に
大
変
好
評
と
聞
く
。

　

急
速
に
高
ま
る
日
本
へ
の
関
心

　

日
系
コ
ン
ビ
ニ
の
中
国
全
土
の
店
舗

数
の
推
移
を
見
る
と
、セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ

ン
が
二
〇
一
五
年
末
の
二
一
八
二
店
舗

か
ら
一
八
年
末
に
は
二
八
一
六
店
舗
、

ロ
ー
ソ
ン
が
同
六
五
二
店
舗
か
ら
一
九

七
三
店
舗
と
増
加
し
て
い
る
。

　

日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、私
の
周
り

だ
け
で
も
い
く
つ
か
新
規
オ
ー
プ
ン
し

て
い
る
。日
本
食
全
般
を
メ
ニ
ュ
ー
に

入
れ
提
供
す
る
と
い
う
よ
り
は
、日
本

食
の
一
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
専
門
店
が
増
加

し
て
い
る
と
感
じ
る
。例
え
ば
、上
海
で

は
日
本
式
焼
き
肉
店
、ラ
ー
メ
ン
店
、う

な
ぎ
料
理
店
な
ど
が
非
常
に
高
い
人
気

を
集
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

中
国
全
土
で
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
は

大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、最
新（
二
〇
一

七
年
時
点
）の
数
字
で
、四
万
八
二
三
店

舗（
図
２
）。一
五
年
と
比
較
す
る
と
約

一
・
八
倍
、一
万
七
六
九
三
店
舗
の
増
加

　
生
活
環
境
に
劇
的
な
変
化

　

私
は
、二
〇
一
五
年
か
ら
中
国
・
北

京
に
駐
在
し
て
い
る
が
、顕
著
か
つ
頻

繁
に「
暮
ら
し
を
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
」を
感
じ
る
。

　

赴
任
し
た
当
時
は
、何
を
購
入
す
る

に
し
て
も
現
金
払
い
だ
っ
た
が
、今
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
支
払
い
が
当
た

り
前
と
な
り
、あ
っ
と
い
う
間
に
現
金

を
持
ち
歩
か
な
く
な
っ
た
。食
料
品
を

食
品
ス
ー
パ
ー
に
行
か
ず
に
、あ
る
い

は
食
事
を
レ
ス
ト
ラ
ン
に
行
か
ず
に
注

文
し
て
自
宅
で
受
け
取
る
サ
ー
ビ
ス
は
、

こ
の
二
、三
年
間
の
う
ち
で
普
及
、中
国

の
人
々
の「
常
識
」と
な
っ
た
。

　

食
品
ス
ー
パ
ー
で
は
、日
に
日
に
、

パ
ッ
ク
入
り
の
肉
・
魚
・
野
菜
が
増
加
し

（
以
前
は
包
装
無
し
）、ま
だ
日
本
よ
り

は
少
な
い
も
の
の
チ
ル
ド
の
牛
乳
や
乳

製
品
の
種
類
が
豊
富
に
な
っ
て
売
り
場

が
拡
大
し
て
い
る（
以
前
、牛
乳
は
常
温

流
通
可
能
な
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
が
中
心
）。

　

街
角
で
は
、朝
食
や
軽
食
を
提
供
し

て
い
た
屋
台
が
撤
去
さ
れ
、コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
、外
国
の
技
術
導
入
を

謳
っ
た
パ
ン
屋
・
ス
イ
ー
ツ
店
な
ど
が

目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。日
系
コ
ン
ビ

ニ
や
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
も
増
え
て
い

る
が
、こ
ち
ら
は
後
述
し
た
い
。

　

ま
た
、普
通
に
生
野
菜
を
食
べ
る
よ

素顔の中国

あなたが知りたい「食」の最前情報
食生活の多様化および高度化にむけて猛烈な勢いで変化して
いる中国。日本食と日本産品への関心が急速に高まっているの
を感じる。中国における日本食と日本産品への関心の高さは、
中国向け農林水産物・食品の輸出にも好影響を及ぼしている。

在中国日本国大使館経済部参事官 伊藤 優志北京のスーパー「盒馬鮮生（フーマーシェン
ション）」23店舗での日本産品関連フェア。
50社以上の日系企業が参加した
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特別企画　素顔の中国

で
あ
る
。広
東
省
を
筆
頭
に
、上
海
市
お

よ
び
隣
接
す
る
省（
江
蘇
省
、浙
江
省
）、

遼り
ょ
う

寧ね
い

省
、香
港
・
マ
カ
オ
、北
京
市
な
ど

沿
海
地
区
で
普
及
・
定
着
し
、こ
の
普
及

の
波
が
中
部
地
区
に
到
達
し
、西
部
・
東

北
地
区
に
も
拡
が
り
を
見
せ
て
い
る
と

い
う
状
況
だ
。

　

日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
が
増
加
し
て
い

る
理
由
に
は
、日
本
食
の「
ヘ
ル
シ
ー
」

「
味
が
良
い
」「
お
し
ゃ
れ
」「
安
全
」と

い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
挙
げ
ら
れ
る
。特

に
、一
三
年
に
和
食
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
に
裏
付

け
ら
れ
た「
ヘ
ル
シ
ー
」と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
、日
本
食
の
好
評
価
に
つ
な
が
っ

て
い
る
印
象
だ
。ま
た
、増
加
す
る
訪
日

経
験
の
あ
る
中
国
人
の
、中
国
で
も
本

場
の
日
本
食
を
食
べ
た
い
と
い
う
意
向

も
、こ
の
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
の
増
加

を
後
押
し
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。

　

日
本
食
の
流
行
を
表
層
的
な
一
過
性

の
も
の
と
せ
ず
、中
国
の
人
々
の
普
段

の
生
活
に
定
着
さ
せ
る
に
は
、食
育（
食

料
の
生
産
方
法
や
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
摂

取
方
法
、食
に
関
す
る
文
化
な
ど
幅
広

い
視
野
か
ら
食
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
こ
と
）の
視
点
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら

日
本
食
の
普
及
啓
発
に
取
り
組
む
こ
と

が
肝
要
だ
と
思
う
。

　

中
国
に
お
け
る
日
本
食
と
日
本
産
品

へ
の
関
心
の
高
さ
は
、中
国
向
け
農
林

水
産
物
・
食
品
の
輸
出
に
も
好
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。

　

農
林
水
産
物
・
食
品
輸
出
が
拡
大

　

日
本
が
中
国
へ
輸
出
す
る
農
林
水
産

物
・
食
品
の
金
額
は
、二
〇
一
八
年
に
一

三
三
八
億
円（
対
前
年
比
三
二
・
八
％
増

加
）と
過
去
最
高
と
な
っ
た（
図
３
）。今

年
一
、二
月
期
は
、対
前
年
同
期
比
二

〇
・
八
％
増
加
の
一
七
五
億
円
で
あ
る
。

日
系
食
品
企
業
か
ら
は
、「
慢
心
は
し
な

い
が
日
本
産
と
い
う
だ
け
で
価
値
が
生

じ
て
い
る
」と
の
声
が
聞
か
れ
る
。ま

た
、日
本
の
輸
出
相
手
国
・
地
域
別
で

は
、一
八
年
に
米
国
を
抜
き
香
港
に
次

い
で
第
二
位
と
な
っ
た
。

　

品
目
別
で
は
、第
一
位
が
ホ
タ
テ
貝

（
二
八
五
億
円
）、第
二
位
が
丸
太（
一
一

五
億
円
）、第
三
位
が
植
木
等（
七
二
億

円
）で
あ
り
、近
年
、こ
の
順
位
は
変

わ
っ
て
い
な
い
。

　

日
本
酒
を
中
心
と
す
る
ア
ル
コ
ー
ル

飲
料（
六
五
億
円
）や
清
涼
飲
料
水（
四

六
億
円
）と
い
っ
た
飲
み
物
の
輸
出
が
、

三
年
前（
二
〇
一
五
年
）と
の
比
較
で
、

共
に
約
二
・
七
倍
と
急
増
し
て
い
る
特

徴
が
あ
る
ほ
か
、菓
子
、調
味
料
な
ど
多

く
の
品
目
で
輸
出
が
増
加
し
て
い
る
。

　

日
本
酒
を
卸
し
て
い
る
企
業
な
ど
は

一
様
に
、売
れ
行
き
が
好
調
だ
と
言
う
。

こ
れ
ま
で
日
本
酒
を
飲
ん
だ
こ
と
の
な

い
中
国
の
人
々
に
薦
め
る
日
本
酒
は
甘

口
が
良
い
と
の
分
析
や
、利
き
酒
師
の

資
格
を
取
得
す
る
な
ど
し
て
食
シ
ー
ン

に
合
わ
せ
た
日
本
酒
を
提
案
す
る
よ
う

に
し
て
い
る
、と
聞
く
。　
　

　

中
国
市
場
で
の
関
心
の
高
ま
り
、日

本
か
ら
の
輸
送
距
離
、中
国
の
人
口
規

模
な
ど
を
考
え
る
と
、輸
出
は
ま
だ
ま

だ
大
き
く
伸
び
る
余
地
が
あ
る
。

　
輸
出
環
境
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み

　

大
き
な
課
題
は
、日
本
か
ら
中
国
向

け
に
輸
出
で
き
る
農
林
水
産
物
・
食
品

の
種
類
が
限
ら
れ
る
と
い
う
点
だ
。し

か
し
、少
し
ず
つ
で
あ
る
が
、輸
出
環
境

の
改
善
が
図
ら
れ
て
き
て
い
る
。

　

放
射
性
物
質
に
係
る
輸
入
規
制
は
、

二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
以
来
、

一
〇
都
県（
宮
城
県
、福
島
県
、茨
城
県
、

栃
木
県
、群
馬
県
、埼
玉
県
、千
葉
県
、東

京
都
、新
潟
県
お
よ
び
長
野
県
）産
の
食

品
な
ど
に
つ
い
て
輸
入
停
止
、一
〇
都

県
産
以
外
の
果
実
、野
菜
、乳
、茶
葉
お

よ
び
こ
れ
ら
の
加
工
製
品
な
ど
に
つ
い

て
放
射
性
物
質
検
査
証
明
書（
検
査
項

目
な
ど
に
つ
い
て
日
中
間
で
調
整
中
の

た
め
未
合
意
）が
必
要（
事
実
上
輸
入
停

止
）と
い
う
状
況
が
続
い
て
き
た
が
、一

八
年
一
一
月
に
、今
後
の
第
一
歩
と
し

て
、新
潟
県
の
精
米
の
輸
入
停
止
が
解

除
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

精
米
の
中
国
向
け
輸
出
に
当
た
っ
て

は
、中
国
側
に
認
め
ら
れ
た
指
定
精
米

工
場
・
登
録
く
ん
蒸
倉
庫
で
の
精
米
・
く

ん
蒸
が
必
要
で
あ
る
が
、一
八
年
五
月

に
、中
国
側
と
精
米
工
場
二
施
設
、お
よ

び
、く
ん
蒸
倉
庫
五
施
設
の
追
加
に
合

意
し
、現
在
、精
米
工
場
三
施
設
、お
よ

び
、く
ん
蒸
倉
庫
七
施
設
か
ら
輸
出
が

可
能
と
な
っ
た
。こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

中
国
に
お
け
る
日
本
産
米
の
流
通
量
が

確
実
に
増
加
し
て
お
り（
二
〇
一
八
年

は
五
二
四
㌧
・
対
前
年
比
約
一
・
八
倍
）、

食
べ
た
こ
と
の
あ
る
中
国
人
に
は
す
こ

ぶ
る
評
判
が
良
い
。た
だ
し
中
国
の
一

般
消
費
者
に
と
っ
て
は
価
格
の
高
い
の

が
難
点
で
あ
り
、日
本
産
米
の
魅
力
や

炊
き
方
・
食
べ
方
の
提
案
な
ど
を
継
続

し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、一
八
年
八
月
に
、〇
九
年
に

開
始
し
た
改
正
作
業
を
経
て
中
国
の
木

構
造
設
計
規
範（
日
本
の
建
築
基
準
法

に
相
当
）が
改
正
さ
れ
、日
本
産
木
材
の

主
要
樹
種
で
あ
る
ス
ギ
、ヒ
ノ
キ
な
ど

を
木
構
造
建
築
物
の
構
造
材
に
利
用
す

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。こ
れ
に
よ
り
、

今
後
、丸
太
に
加
え
て
付
加
価
値
の
高

く
、か
つ
幅
広
い
用
途
で
の
木
材
の
輸

出
が
期
待
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
ほ
か
、〇
三
年
に
発
生
し

た
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
以
降
輸

出
の
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
錦
鯉
が
、
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一
六
年
四
月
に
、協
議
を
経
て
、中
国
側

に
認
め
ら
れ
た
養
殖
場
か
ら
輸
出
可
能

と
な
っ
た
。一
八
年
に
は
、約
四
億
円
の

輸
出
額
を
計
上
し
て
い
る
。

　

日
本
政
府
は
、引
き
続
き
中
国
側
と

精
力
的
に
協
議
す
る
な
ど
、多
く
の
農

林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
実
現
に
向
け

て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
。具
体
的

に
は
、①
動
物
検
疫
に
つ
い
て
は
、現
在

は
輸
出
で
き
な
い
牛
肉
、豚
肉
、家
き
ん

肉
な
ど
に
つ
い
て
解
禁
に
向
け
て
協
議

中
。②
植
物
検
疫
に
つ
い
て
は
、リ
ン

ゴ
、ナ
シ
、製
茶
は
従
来
輸
出
可
能
だ
っ

た
が
、前
述
の
放
射
性
物
質
検
査
証
明

書
に
つ
い
て
中
国
側
と
合
意
が
な
く
現

在
は
事
実
上
輸
出
停
止
と
な
っ
て
い
る

た
め
、合
意
に
向
け
て
協
議
中
。そ
の
他

の
果
物
な
ど
に
つ
い
て
も
、中
国
側
が

検
疫
条
件
を
設
定
し
て
お
ら
ず
輸
出
で

き
な
い
こ
と
か
ら
、順
次
協
議
を
進
め

て
い
る
。③
放
射
性
物
質
に
係
る
中
国

側
の
輸
入
規
制
問
題
に
つ
い
て
も
、あ

ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
解
除
の
早
期
実

現
を
要
請
し
、ま
た
両
国
の
専
門
家
間

で
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
協
議
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

輸
出
を
実
行
す
る
の
は
民
間
事
業
者

で
あ
り
、日
本
政
府
の
役
割
は
、民
間
事

業
者
の
意
欲
的
な
取
り
組
み
が
一
層
進

む
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。

動
植
物
検
疫
や
放
射
性
物
質
規
制
な
ど

の
諸
課
題
は
、民
間
事
業
者
で
は
解
決

で
き
ず
、日
本
政
府
が
率
先
し
て
取
り

組
む
分
野
で
あ
る
。私
も
、微
力
な
が
ら

引
き
続
き
輸
出
環
境
の
改
善
に
尽
力
し

て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、日
系
食
品
企
業
か
ら
は
、前
述

の
動
植
物
検
疫
や
放
射
性
物
質
規
制
な

ど
の
改
善
を
求
め
る
声
の
ほ
か
に
、貿

易
手
続
き
の
統
一
的
・
効
率
的
な
運
用
、

不
正
規
輸
入
品
の
取
り
締
ま
り
強
化
な

ど
を
求
め
る
声
が
上
が
っ
て
い
る
。引

き
続
き
、中
国
側
に
対
し
公
平
性
が
確

保
さ
れ
、透
明
性
の
高
い
ビ
ジ
ネ
ス
環

境
の
整
備
を
求
め
て
い
く
。

　

好
循
環
生
む
訪
日
中
国
人
の
増
加

　

現
在
、中
国
の
人
は
、日
本
食
に
魅

力
を
感
じ
て
訪
日
す
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。

　

直
近
の
大
型
連
休
の
春
節
期
間
中

（
二
月
四
〜
一
〇
日
）に
お
け
る
中
国

か
ら
外
国
へ
の
渡
航
先
の
ト
ッ
プ
三
に

は
、当
然
日
本
が
含
ま
れ
て
い
る（
日

本
は
第
二
位
、第
一
位
は
タ
イ
、第
三

位
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）。訪
日
中
国
人

が
訪
日
旅
行
に
最
も
期
待
す
る
内
容
は
、

「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」「
繁
華
街
の
街
歩
き
」

「
自
然
・
景
勝
地
観
光
」を
抑
え
て
、「
日

本
食
を
食
べ
る
こ
と
」が
ト
ッ
プ
と

な
っ
て
い
る（「
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
訪
日
旅
行

デ
ー
タ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
２
０
１
８
」）。

　

日
本
で
は
、大
都
市
や
ゴ
ー
ル
デ
ン

ル
ー
ト
に
限
ら
ず
多
く
の
地
方
が
、訪

日
外
国
人
の
誘
致
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

中
国
人
の
地
方
都
市
へ
の
訪
問
に
つ
い

て
も
、受
け
入
れ
体
制
の
充
実
と
魅
力

の
発
信
の
仕
方
次
第
で
、今
後
大
き
く

飛
躍
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　

な
ぜ
な
ら
、中
国
で
は
、週
末
や
長
期

休
暇
に
旅
行
す
る
人
が
増
加
し
て
い
る

か
ら
だ
。特
に
、都
市
住
民
に
は
農
村
部

で
余
暇
を
過
ご
す
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が

で
き
つ
つ
あ
る
。ま
た
、他
の
人
が
行
っ

た
こ
と
の
な
い
場
所
に
行
っ
て
み
た
い

と
い
う
中
国
人
が
多
い
こ
と
な
ど
も
そ

の
根
拠
で
あ
る
。 

　

中
国
人
の
訪
日
は
、日
本
食
や
そ
の

食
材
、そ
し
て
地
域
の
食
文
化
の
魅
力

を
体
感
し
て
も
ら
う
絶
好
の
機
会
で
あ

る
。訪
日
し
た
人
々
が
日
本
食
や
日
本

産
品
の
フ
ァ
ン
に
な
れ
ば
、リ
ピ
ー

タ
ー
に
な
っ
た
り
、彼
ら
か
ら
の
口
コ

ミ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信
に
よ
っ

て
フ
ァ
ン
の
拡
大
も
期
待
で
き
る
。

　

中
国
人
の
訪
日
、中
国
で
の
日
本
食

レ
ス
ト
ラ
ン
、日
本
産
農
林
水
産
物
・
食

品
の
中
国
向
け
輸
出
は
、相
互
に
関
連

性
を
持
つ
。訪
日
を
き
っ
か
け
に
日
本

食
や
日
本
産
品
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
り
、

中
国
に
あ
る
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
を
訪

れ
た
こ
と
で
日
本
食
文
化
や
日
本
産
農

林
水
産
物
・
食
品
を
体
験
し
、そ
の
後
の　

訪
日
や
日
本
産
品
の
購
入
に
つ
な
が
る

場
合
も
あ
る
。そ
れ
ぞ
れ
が
増
加
し
拡

大
す
る
こ
と
に
よ
り
、さ
ら
な
る
好
循

環
が
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、観
光
目
的
で
な
く
仕
事
関
係

で
訪
日
す
る
中
国
人
も
多
く
い
る
。私

の
担
当
す
る
農
林
水
産
・
食
品
分
野
だ

け
で
も
、政
府
、大
学
、企
業
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
立
場
か
ら
訪
日
し
て
い
る
の
を

よ
く
耳
に
す
る
。彼
ら
は
直
接
的
な
ビ

ジ
ネ
ス
に
加
え
て
、中
国
よ
り
も
先
行

し
て
い
る
優
良
事
例
が
日
本
国
内
に
あ

れ
ば
、そ
の
視
察
を
す
る
た
め
に
出
向

い
て
い
る
よ
う
だ
。

　

例
え
ば
、「
日
本
の
農
村
は
中
国
が
直

面
し
て
い
る
課
題
を
解
決
し
て
い
る
」

「
日
本
の
食
品
の
品
質
・
管
理
技
術
は
中

国
に
比
べ
て
高
い
」と
い
う
こ
と
に
着

目
し
訪
日
し
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
く
。

現
在
、中
国
が
注
力
し
て
い
る
農
村
振

興
の
施
策
で
あ
る「
一
村
一
品
、一
県
一

業
」や「
一
次
、二
次
、三
次
産
業
の
融
合

発
展
」（
日
本
の
六
次
産
業
化
）な
ど
は
、

日
本
か
ら
学
び
導
入
し
た
も
の
だ
そ
う

だ
。

　

訪
日
中
国
人
を
数
値
で
見
る
と
、二

〇
一
八
年
は
、個
人
旅
行
の
増
加
に
よ

り
八
三
八
万
人（
対
前
年
比
一
三
・
九
％

増
加
）と
な
り
、過
去
最
高
を
記
録
し

た
。今
年
一
、二
月
期
も
、対
前
年
同
期

比
九
・
六
％
増
加
の
一
四
八
万
人
を
数

図1　年間1人当たりの品目別食品消費量（kg/人・年）
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特別企画　素顔の中国

え
た
。一
五
年
は
四
九
九
万
人
だ
っ
た

の
で
、三
年
間
で
約
一
・
七
倍
と
な
っ
た
。

　

日
系
食
品
企
業
の
動
き

　

最
後
に
、既
に
中
国
で
事
業
を
展
開

し
て
い
る
日
系
食
品
企
業
の
動
向
を
紹

介
し
よ
う
。

　

中
国
に
進
出
し
て
い
る
日
系
企
業
を

対
象
と
し
た
二
〇
一
八
年
度
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、今
後
一
、二
年

の
事
業
展
開
の
方
向
性
に
つ
い
て
、最

も
積
極
的
な
業
種
は「
食
料
品
」で
あ
っ

た（
図
４
）。事
業
を「
拡
大
」す
る
と
回

答
し
た
企
業
の
割
合
は
六
四
・
五
％
も

あ
り
、「
縮
小
も
し
く
は
移
転
・
撤
退
」す

る
と
回
答
し
た
企
業
の
割
合
は
わ
ず
か

三
・
二
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　

な
お
、内
販
比
率（
売
上
高
に
占
め
る

中
国
国
内
販
売
の
比
率
）の
高
い
業
種

ほ
ど
事
業
拡
大
志
向
が
強
い
傾
向
に
あ

る
が
、「
食
料
品
」業
種
に
お
い
て
も
、中

国
で
製
造
し
日
本
な
ど
に
輸
出
す
る
加

工
輸
出
型
で
は
な
く
加
工
内
販
型
の
企

業
が
増
加
し
て
き
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

過
去
の
状
況
を
見
る
と
、一
五
年
当

時
も
、最
も
積
極
的
な
業
種
は「
食
料

品
」だ
っ
た
が
、事
業
を「
拡
大
」す
る
と

回
答
し
た
企
業
の
割
合
は
五
二
・
四
％

で
あ
る
。現
在
は
当
時
よ
り
事
業
拡
大

志
向
が
強
ま
っ
て
き
て
い
る
と
言
え
る
。

　

最
近
、意
見
交
換
を
行
っ
た
日
系
食

品
企
業
か
ら
は
、「
今
後
も
高
い
成
長
率

で
市
場
の
拡
大
が
続
く
見
通
し
の
た
め
、

事
業
を
拡
大
す
る
」「
チ
ャ
イ
ナ
リ
ス
ク

が
あ
る
と
い
う
意
見
は
あ
る
が
、中
国

で
商
売
を
大
き
く
す
る
と
腹
を
く
く
っ

て
い
る
」「
中
国
に
お
い
て
身
近
な
食
べ

物
と
し
て
親
し
ま
れ
る
こ
と
が
目
標
」

と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、「
中
国
市
場
は
、商
品
の
代

金
回
収
が
難
し
い
の
で
内
販
向
け
を
増

加
で
き
て
い
な
い
」と
い
っ
た
声
も
あ

る
。

　

事
業
を
拡
大
し
て
い
る
企
業
の
例
を

挙
げ
る
と
、キ
ユ
ー
ピ
ー
で
は
、二
〇
年

稼
働
に
向
け
て
中
国
に
お
け
る
四
カ
所

目
の
生
産
拠
点
を
広
東
省
に
準
備
中
で

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。ハ
ウ
ス
食
品
で

は
、一
八
年
に
三
カ
所
目
の
生
産
拠
点

を
浙
江
省
に
お
い
て
稼
働
し
た
。

　

現
在
、日
中
関
係
は
大
き
く
改
善
、発

展
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
中
で
、食
を

通
じ
た
日
中
間
の
相
互
理
解
と
交
流
が

一
層
進
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
伊
藤 

優
志
●
　
い
と
う
　
ま
さ
し

一
九
七
二
年
愛
知
県
生
ま
れ
。慶
應
義
塾
大
学
法
律
学

科
卒
業
後
、農
林
水
産
省
入
省
。財
団
法
人
2
0
0
5
年

日
本
国
際
博
覧
会
協
会
、農
林
水
産
省
総
合
食
料
局・大

臣
官
房
な
ど
を
経
て
二
〇
一
五
年
よ
り
現
職
。兼
業
農

家
で
あ
る
実
家
の
農
作
業
を
手
伝
っ
て
四
〇
年
以
上
。

現
在
も
農
作
業
の
繁
忙
期
に
は
中
国
と
日
本
を
行
き
来

し
て
い
る
。
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資料：JETRO「2018年度アジア・オセアニア進出日系企業実態調査」

図4　日系食品企業の今後の事業展開の方向性など（2018年度）

図1　年間1人当たりの品目別食品消費量（kg/人・年）
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資料：中国統計年鑑　注：食糧には、米、小麦などの穀物の他、大豆、芋類を含む。

図2　中国における日本食レストランの状況
2013年 2015年 2017年

順位 国家・
地区 店舗数 順位 国家・

地区 店舗数 順位 国家・
地区 店舗数

1 米国 14,859 1 中国 23,130 1 中国 40,823

2 中国 10,583 2 米国 22,452 2 米国 22,890

3 韓国 6,707 3 韓国 8,962 3 韓国 10,962

4 台湾 5,680 4 台湾 6,457 4 台湾 10,200

5 カナダ 2,371 5 フランス 3,167 5 フランス 3,620

（参考）全世界 約5.5万 （参考）全世界 約8.9万 （参考）全世界 約11.8万
資料：農林水産省

図3　日本の中国向け農林水産物・食品輸出額の推移
水産物 林産物 農産物
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